
 

    

第第第第６６６６回回回回学長定例記者会見学長定例記者会見学長定例記者会見学長定例記者会見    発表事項発表事項発表事項発表事項１１１１  

 

                          平成２２年５月２６日 

 

 次世代次世代次世代次世代のためのためのためのため、、、、持続可能持続可能持続可能持続可能なななな社会構築社会構築社会構築社会構築モデルモデルモデルモデルをををを目指目指目指目指すすすす    

ドミニカドミニカドミニカドミニカ共和国共和国共和国共和国などのなどのなどのなどの中米中米中米中米カリブカリブカリブカリブ海諸国海諸国海諸国海諸国でででで実践実践実践実践    

    
 

 

広島本学は、「中米・カリブ海諸国をフィールドとした持続可能な発展に関

する研究」事業を行うため、平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年６６６６月月月月 8888 日日日日にににに「「「「広島大学広島大学広島大学広島大学サステナブルサステナブルサステナブルサステナブル・・・・

ディベロップメントディベロップメントディベロップメントディベロップメント実践研究実践研究実践研究実践研究センターセンターセンターセンター」」」」をををを設置設置設置設置しますしますしますします。。。。 

 

 

今日、持続可能な開発／発展を実現するためには、教育、資源、エネルギ

ー、環境など非常に多くの分野における問題を解決する必要があります。こ

の課題解決には、各専門分野の知識・知恵を連携融合させるだけではなく、

先進国と発展途上国が協同して取り組む仕組みの構築が必要です。 

センターでは、持続可能な社会を構築するための諸課題を分野複合型実践

的研究として行い、ドミニカドミニカドミニカドミニカ共和国共和国共和国共和国などのなどのなどのなどの中米中米中米中米カリブカリブカリブカリブ海諸国海諸国海諸国海諸国とのとのとのとの協同協同協同協同（（（（共同共同共同共同

研究研究研究研究をををを含含含含むむむむ））））のののの下下下下 にににに実践実践実践実践にににに移移移移すすすすシステムシステムシステムシステムをををを構築構築構築構築しますしますしますします 。。。。また、この研究を通

じて、国際的な視野を持った人材の育成も目指します。     
 

 

＜＜＜＜主主主主なななな研究研究研究研究概要概要概要概要＞＞＞＞    
    

ドミニカドミニカドミニカドミニカ流流流流ものづくりものづくりものづくりものづくり教育教育教育教育のののの開発開発開発開発    

～～～～環境環境環境環境をををを重視重視重視重視したしたしたした日本型日本型日本型日本型ものづくりものづくりものづくりものづくり教教教教育育育育のののの実践実践実践実践    

 現地の国民性や慣習など考慮した上で、環境重視を特性とする日本型もの

づくり教育を実践し、工学的視点のみならず多方面から学際的に研究を行い

ます。「ドミニカ流ものづくり教育」の開発に向け、現地における「ものづく

り教育」のシステムの構築を目指します。 

 

 

経済発展経済発展経済発展経済発展とととと環境保全環境保全環境保全環境保全のののの両立両立両立両立    
～～～～沿岸域沿岸域沿岸域沿岸域のののの油汚染油汚染油汚染油汚染のののの実態把握実態把握実態把握実態把握とととと対処方法対処方法対処方法対処方法のののの検討検討検討検討    

油による海洋汚染が顕在化しているドミニカ共和国を対象に、海洋汚染の

実態把握から修復までの一連の研究を行い、海洋国における経済発展と環境

保全を両立させる持続可能な社会構築モデルを作ります。 

 

 

教育立国教育立国教育立国教育立国のののの日本日本日本日本のののの成果成果成果成果をををを活用活用活用活用    
～～～～発展途上国発展途上国発展途上国発展途上国のののの持続的発展持続的発展持続的発展持続的発展をををを担担担担うううう次世代育成次世代育成次世代育成次世代育成システムシステムシステムシステム改善改善改善改善にににに関関関関するするするする研究研究研究研究    



 

 

 発展途上国の次世代育成システムの改善を支援するモデル構築に、教育立 

国に成功した日本の成果を活用し支援します。ドミニカ共和国をフィールド 

として、教師教育の実態を調査し、その特徴と課題を分析し改善策を考察し 

ていきます。 

  

 

なおセンターの設置につきましては、６月８日（火）開催予定の経営協議

会および役員会に付議後、正式な設置となります。 

 

 また、センターの開所式は、６月９日（水）に開催予定です。 

 

 

 

 

 

 
※サステナブル・ディベロップメント、Sustainable Development ： SD 

持続可能な開発／発展という意味。将来の世代の欲求を満たしつつ、現在 

の世代の欲求も満足させるような社会発展しようという理念。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【問い合わせ先】 

学術室 

学術企画グループリーダー 佐々野克美 

TEL:082-424-5860、FAX:082-424-6990   
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リブ海諸国を対象に相手国と協同し（共同研究を含む），実践に移すシステムを構築する．
また、本研究を通じて国際的な視野を持った高度研究人材を育成する．
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